
目的 

□海外遠征することによって将来大きく羽ばたけるサッ
カー選手・人間を目指す為の経験とする。 

 

□世界基準を知ると共に世界を相手に本気で勝負する。 

 

□チーム全員で勝利を目指す。 

 

□クラブの代表として、支援してくれている方々のために
全力で戦う義務がある 

 

 



参加チーム 

Group A 
・韓国U15代表（KOR） 
・SF広島（JPN） 
・トッテナム（ENG） 
・全南ドラゴンズ（KOR） 

Group B 
・水原三星（KOR） 
・クマガヤSC（JPN） 
・A.Tビルバオ（SPA） 
・蔚山現代（KOR） 

Group C 
・FCソウル（KOR） 
・セレッソ大阪（JPN） 
・マルセイユ（FRA） 
・浦項（KOR） 

Group B 
・上海SIPG（CHN） 
・香港U15代表（HK） 
・TYスポーツアカデミー（AUS） 
・韓国U15連盟選抜（KOR） 
・韓国U14代表（KOR） 



大会スケジュール・結果 
・8/19（水）   予選①  vs  FCソウル    ２－４●  得点者：鈴木２ 

・8/20（木）   予選②  vs  浦項       ３－０○  得点者：谷本２ 小松 

・8/21（金）   予選③  vs  マルセイユ   ３－０○  得点者：鈴木 渡部 小松 

  グループ2位で予選通過 

・8/22（土）   準々決勝     vs  ATビルバオ  ０－１●  得点者：なし 

・8/23（日）   5位決定戦    vs 韓国U14代表  ７－１○ 

                        得点者：根木２ 田畑 小松 山口 西尾 渡部 

  ■１７チーム中5位 

・8/24（月）  トレーニングマッチ ｖｓ クマガヤSC  １-１△  得点者：渡部 

 6試合  3勝2敗1分け  得点 １６ 失点 ７ 



成果 

普段対戦できない相手と多くの試合を経験できた 

どの対戦相手にも積極的なチャレンジができた 

予選・順位戦と負けられない本気の勝負を経験できた 

チームの勝利の為に関われる選手が多くいた 
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成果 

守備 
  アグレッシブな守備（高い位置でのボール奪取） 

  素早い切り替えからのボール奪取 

  相手の素早い攻撃に対する個・組織の対応 

  （ボール状況に応じたチャレンジ） 

攻撃 
  素早い切り替えからの攻撃（手数をかけずに攻める）セットプレー含む 

  相手を揺さぶってからの攻撃 

  アタッキングサードの崩し（3人目/動きながら） 

個の特徴を生かした積極的なチャレンジ 
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課題  

守備 
  ディフェンディングサードでの対応 

  （状況を把握したチャレンジ＆カバー） 

  クロスからの守備 

  ポジション修正を繰り返すスピード（2ライン～３ライン） 

攻撃 
  基本技術のさらなる向上 

  アタッキングサードでのプレーの質 

  クロスからの攻撃 

  ストライカーの育成（タレントの獲得） 

15 スピード・強度の中で技術・戦術行動を繰り返し行う 



総括 

年間計画の積み上げを実感することができた           

（年間計画の見直し） 

サッカーの全体像の中から３ゾーンに特化した

トレーニングのさらなる積み上げが必要 

タレントの発掘 

今後も継続して大会参加していきたい 
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